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Question Asked: Do you approve or disapprove of the job performance of the leadership of Russia?
14 CIAS Discussion Paper No. 57 BRICs諸国のいま── 2010年代世界の位相
です。タジキスタンは93パーセントという高い数字に
なっています。ウズベキスタンは、政府の路線として
はロシア中心の統合にはなるべく加わらない姿勢を
示していますが、国民のレベルでは62パーセントの支
持があるというところも注目に値します。
プーチン人気を支える大国主義政策②
アメリカの地位低下のなかでの反米主義
　それから、いまのロシアの重要な性格としては、反
米主義ということがあります。よく「ロシアが反欧米
的になったのはNATO拡大のせいだ」と言われます
が、実際にNATO拡大が急速に進んだ1990年代末
から2000年代前半にかけては、ロシアはそれなりに
NATOとの協力を模索し、2002年にはNATOロシア
理事会も設立されたわけで、これが険悪化したのは
2000年代後半にNATO加盟を目指したグルジアとの
対立と、コソヴォ独立問題が起こったときだと言って
よいと思います。
　グルジアやウクライナの問題にしても、コソヴォや
中東を含めその他のさまざまな国際問題についても、
ロシアは欧米から相手にされなかったり、旧ソ連地域
について一方的に手を出されたりしているという被
害者意識を常に強調するのですが、これについては、
言葉と行動を注意深く比較する必要があります。実際
にやっていることを見ると、結局は「ロシアもアメリ
カと同じことができるんだ」ということを見せつけよ
うとする行動を繰り返していると言ってよいと思い
ます。
　つまり、アメリカがさまざまな外国に勝手に軍事介
入したり空爆したりすることを非難しながら、ロシア
自身がグルジアへの空爆やウクライナ東部への軍事
介入を行なう。そして「コソヴォ独立をセルビアの承
諾なしに欧米が承認したのはおかしい」と言いなが
ら、アブハジアと南オセチアの独立を一方的に承認し
たわけです。
　こういった反米主義は、国際問題に対する見方であ
ると同時に、ロシアを含む旧ソ連諸国、あるいは中東
諸国の国内の反政府運動の背後にアメリカがいると
いう見方と結びついています。その結果、ロシアを含
めいろいろな国で民衆革命が起こる可能性を警戒し、
あるいは実際に民衆革命が起こった国でできた新政
権に対し敵対的な態度をとります。ウクライナ問題は
まさにそうです。
　また、注目に値するのは、こういった強硬な態度に
ロシアが出るようになったのは、アメリカがいろいろ
な国に対して一方的に単独行動主義的な態度をとっ
ていたブッシュ政権時代ではなく、よりソフトなオバ
マ政権の時代、アメリカの相対的な地位低下が言われ
始めた時代であるということです。資料２－２にプー
チンの言葉を引用しましたが、ロシアは「欧米は強者
の法で動いている」と言いながら、自分もその発想で
動いていることになります。
　最近の事態としては、ウクライナ問題が行き詰まり
を見せるなかで、シリアへの関与を強化しているとい
うことがあります。これは最初、欧米との関係改善の
姿勢であるという報道がなされて、私はほんとうだろ
うかと思ったのですが、案の定そうではありませんで
した。結局、ロシアが欧米とは異なる立場で国際問題
に関与する力をもっているということを、国内および
世界の反米主義者、反米諸国に訴えかける意味をもっ
ている。そして欧米に対して、「ロシアは力があるん
だ」ということを見せようとしているわけです。
ロシアの対中関係は
あくまでも対欧米関係の従属変数
　ロシアは欧米と異なる独自路線を示す上でも、経済
が悪化する中で資金源を確保するためにも、絶好の
パートナーである中国に接近しているということが
最近話題になっています。これについていろいろ材料
を集めてお話ししようかとも思ったのですが、なかな
かこれぞ対中接近の表れであるという材料は、じつは
少ないのです。中国の「一帯一路」構想とユーラシア経
済同盟をリンクさせるという話が盛んになされてい
ますが、ヨーロッパとの交通を便利にしたいという中
国の思惑と、欧米の鼻をあかしたいというロシアの志
向にはズレがあります。これまでの二国間関係を見て
も、大きな対立はないものの利害関係は必ずしも一致
していない。結局ロシアにとって対中国の関係という
のは、対欧米関係の従属変数という性格を強くもって
いると言ってよいと思います。
強さの演出のために
冒険を続けざるを得ないプーチン政権
　ソ連崩壊後、ロシアはいったんいわゆる普通の国に
なろうとしたわけですが、混乱を克服して以降は、超
大国あるいは帝国的なあり方に対するこだわりを強
めています。これは国民全体の意識としてそういう面
があると同時に、プーチン政権の戦略でもあります。
15報告２　権威主義ロシアの「帝国」化の賭け──旧ソ連諸国統合・反米主義・対中接近　宇山智彦
はたから見るといろいろ無茶なことをしていると思
えますが、国民、それから世界の反米主義者の支持を
かなり高く得ている。経済がマイナス成長になるとい
うのは日本だったら大騒ぎですが、ロシアでは「ロシ
アが大国になるためには、こういうことも仕方がない」
という理屈が、しばらくのあいだは通るのです。
　ただし、そういった強さの演出のために、次々と新
しい手を繰り出して冒険を続けていかなければいけ
ないのがいまのプーチン政権の状態で、果たしてそれ
がいつまで続くのか。それから、軍事大国としての存
在感のアピールという路線は明確ですが、そのアピー
ルの対象も当面はやはり欧米であることは変わらな
いわけで、仮に将来、欧米中心ではない世界秩序がで
きた場合に、ロシアがどのような地位を占めるのかに
ついては、まだ明確なビジョンがないと言ってよいと
思います。
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